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12月１日、ひらおの味伝承会（平原一子会長）主催の
「いよいよお正月！門松づくりと餅つき体験」がひらおハ
ートピアセンターで行われました。
町内外から集まった参加者13人は、竪ヶ浜里山の会の

指導により、町内の竹や松を使って、室内に飾れるミニ門
松を作りました。その後、もちつきに続いて、地元の食材
を使った「ひらおの味バイキング」をみんなでおいしくい
ただき、交流を深めました。

門松づくりと餅つき体験

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■新年のあいさつ（Ｐ２）

■『徴収対策室』を設けます（Ｐ３）

■確定申告・町県民税の申告について（Ｐ４～５）

■民生委員児童委員、主任児童委員について（Ｐ６）

■町有地の売払いについて（Ｐ７）

■まちの話題（Ｐ９～11）

■情報伝言板（Ｐ16～17）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>
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新
　
春

平
生
町
長

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
平
成
20
年
の
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
が
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
、
３
期
２
年
目
、
10
年
の
節
目
と
な
る
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

私
は
、
改
め
て
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
住
民
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
て
「
安
全
・
安
心
、

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
、
食
品
偽
装
や
省
庁
の
不
祥
事
な
ど
、
希
薄
に
な
っ
た
倫
理
観
を
象
徴
す
る
よ
う
な
事
件
が
多
発

し
ま
し
た
。
ま
た
、
政
治
的
に
も
年
金
問
題
か
ら
閣
僚
の
辞
任
や
自
殺
、
参
院
選
後
の
ね
じ
れ
国
会
、
安
倍

前
首
相
の
辞
任
に
大
連
立
騒
動
な
ど
、
多
事
多
難
の
年
で
し
た
。

一
方
で
、
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情
勢
は
相
変
わ
ら
ず
、
特
に
大
都
市
と
地
方
と
の
格
差
問
題
が

大
き
な
焦
点
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
を
可
能
に
す
る
税
財
政
の
改

革
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
政
に
お
い
て
も
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
行
政
評
価
制
度
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
面
で
は
、
収
納
体
制
の
強
化

な
ど
財
源
確
保
に
全
力
を
あ
げ
な
が
ら
、
歳
出
に
つ
い
て
も
、
聖
域
な
く
見
直
し
、「
歳
入
・
歳
出
一
体
改
革
」

の
実
現
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」「
子
ど
も
た
ち
の
育
成
環
境
づ
く
り
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
地
域
の
力
発

揮
事
業
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
学
校
に
お
け
る
食
育
事
業
な
ど
の
施
策
を
推
進
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
や
自
治
会
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
拡
充
な
ど
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
平
生
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
企
業
進
出
協
定
を
結
び
ま
し
た
風
力
発
電
所
の
建
設
は
、
観
光
資
源
の
活
性
化
や
地
球
温

暖
化
の
防
止
の
面
か
ら
も
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
を
持
っ
て
お
り
、
工
事
も
着
々
と
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
本
町
町
政
に
対
し
、
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

終
わ
り
に
、
本
年
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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平成20年度から新たに『徴収対策室』を設けます

※便利な口座振替をご利用ください

■問合せ先　町役場税務課　Tel（56）7114

税金には、各期ごとに納付期限

（納税通知書に記載）が設定されて

います。

納税者が期限までに納付していな

い状態を「滞納」といい、税金を滞

納したままにしておくと、右記のよ

うな滞納処分を受け、強制的に税金

の徴収を受けることになります。こ

の処分は法律で定められており、本

人の意思にかかわらず執行されるこ

ととなります。

こうしたことを未然に防ぐために

も、納期内納付にご協力をお願いし

ます。

■税金を滞納すると

町税などの納付には、ご自分の口座から自動的に納税できる安心で便利な口座振替をお勧めします。

◇滞納処分とは

①督促 納付期限までに完納できない場合、原則として

20日以内に督促状を送付し、納税を促します。

まちの発展を支えるさまざまな税金、みなさんの健康を守る医療保険制度の基礎となる国民健康保険税、

いずれも平生町にとって大切な財源です。

これらの税金の滞納があると、きちんと納めた人との間に不公平が生じ、行政サービスの提供が困難にな

るなど、大きな影響を及ぼします。

こうしたことから、町は、催告書の送付や臨戸訪問などで自主納税の協力を呼びかけてきましたが、さら

に滞納整理の強化を図るために本年４月から新たに『徴収対策室』を設置し、特別な理由もなく納税の意思

が認められない滞納者に対して厳正に対処していきます。

■『徴収対策室』の役割

【口座振替対象徴収金】

町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、保育料、町営住宅

使用料、簡易水道使用料、下水道使用料、漁業集落排水施設使用料

（平成20年度から、後期高齢者医療保険料）

【取扱金融機関】

山口銀行、東山口信用金庫、西京銀行、中国労働金庫、ＪＡ南すおう、ゆうちょ銀行、

山口県漁協平生町支店（順不同）

②催告 督促状を送付しても一定期間、納税されない場

合などには、滞納者の状況により適当な時期に再度文

書で納税を促します。

③財産調査 官公署、金融機関、勤務先、取引先などに

対して財産の調査を行います。

④差押え 財産調査で把握した滞納者の財産（動産、不

動産、給料、預貯金、生命保険など）を差押えます。

また、国民健康保険税を滞納すると、有効期限の短い

保険証の交付や本来の保険証の変わりに資格証明書の交

付といった処分が加わります。

町県民税、固定資産税などの町税および国民健康保険税のほかにも町には保育料、住宅使用料などの

徴収金があります。それぞれの徴収金にも滞納があり、担当課ごとに徴収対策を行ってきましたが、連

携した一体的な徴収体制が整っていませんでした。

『徴収対策室』では、町税および国民健康保険税の滞納処分に加えて、税外徴収金の滞納者に対して

の徴収の呼びかけを行っていきます。

『徴収対策室』で納税の意思がないと判断した場合は、利用されているサービスを中断するなど、担

当課において厳しい処分が課せられることとなります。
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確定申告のご相談・お問い合わせは　　光税務署　Tel０８３３（７１）０１６６

◎大切なのは、自分で書くことです

◎郵送でも確定申告を

税務署では、納税者が自ら正しい申告と納

税を行う「申告納税制度」の趣旨に基づき、

確定申告書などをご自分が作成し、申告して

いただく「自書申告」を推進しています。

なお、確定申告会場では、ご自身で確定申

告書などを作成していただき、お分かりにな

らない点などにつきましては、アドバイスを

いたします。

税務署は、期限間近になると大変込み合い、

長時間お待ちいただくことになります。郵送

でも受けつけていますので、申告書を自分で

お書きになり、郵送で提出しましょう。

◎便利な納税振替

所得税と個人事業者の消費税および地方消

費税は、銀行や郵便局などの預貯金口座から

振替によって納税する便利な振替納税の制度

があります。

手続きは簡単です。税務署、または金融機

関までお問い合わせください。

申告と納付期限

◇所得税 ３月17日（月）まで
◇贈与税 ３月17日（月）まで
◇消費税および地方消費税（個人事業者）

３月31日（月）まで

●確定申告が必要な人

○事業所得（商業、工業、農業、漁業などからの所得）や不動産所得（地代、家賃）などのある人で、１年

確定申告する義務のない人でも、次の場合、

確定申告をすると源泉徴収された所得税が還

付されることがあります。

○マイホームをローンなどで取得したとき

○多額の医療費を支払ったとき

○災害や盗難にあったとき

○年の途中で退職し、再就職をしなかった人

で、年末調整を受けなかったときなど

◎光税務署では、次のとおり申告相談を受け付けてい

ます。

今年度から、光税務署による確定申告期間中の出張

相談は都合により廃止させていただきます。なお、収

入が公的年金のみの人や、医療費控除等還付申告の人

は、下記「確定申告期間前相談会」をご利用ください。

※光税務署からのお知らせ

間の所得金額の合計額が、所得控除合計額

を超える人

○土地、建物などを譲渡した人

○サラリーマンで年収が2,000万円を超える

人、給与以外の所得が20万円を超える人、

２カ所以上から給与を受ける人など

◆申告すれば税金が戻る人

●期間 ２月18日月～３月17日月

（相談時間：午前９時～午後５時）

●場所　光税務署

※光税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日など）は、税務署

での相談および申告書の受付は行っておりませんが、申

告書を郵送または税務署の時間外収受箱に投函すること

により、提出することができます。

オンラインでらくらく　

便利です！ｅ-Ｔａｘ
～ 国税電子申告・納税システム ～

●国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp/）「確定申告

書等作成コーナー」を利用すれば、直接電子申告が可能

です。

●本人の電子署名および電子証明書を併せて送信した場合、

所得税額から5,000円が控除されます。

ただし、平成19年分または平成20年分のいずれか１回に

限ります。

●医療費の領収書や給与所得の源泉徴収票など、一定の第

３者作成書類の添付を省略できます。

ただし、確定申告期限から３年間の保存が必要です。
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町県民税申告のご相談・お問い合わせは　　町役場税務課　Tel（５６）７１１４

●町県民税の申告をしなければならない人

申告期限　３月17日（月）まで

◆町役場税務課では、下記の日程で申告相談を行いますのでお気軽にご利用ください。

平成20年１月１日に平生町内に住所を有する人は、３月17
日までに町県民税の申告をしなければなりません。

◇申告に必要なもの

○印章
○所得の計算根拠となる書類
※給与所得および公的年金所得のあ
る人は源泉徴収票

○国民年金保険料の控除証明書、生命
保険・地震保険・個人年金保険の控
除証明書、または領収書
○身体障害者の人は、障害者手帳、ま
たは事実を確認できる書類
○計算機

ただし、次の①～③に該当する人は申告の必要はありません。
①所得税の確定申告をした人
②前年中の所得が、給与所得だけで、勤務先から町へ給与支払
報告書が提出されており、他に控除の必要のない人
③前年中の所得が、公的年金だけで、公的年金の支払者から町
へ公的年金支払報告書が提出されており、他に控除の必要の
ない人

これに該当しない人は、平成19年１月１日から12月31日ま
での１年間に生じた所得（給与・農業・営業・漁業・その他）
を、多少にかかわらず、申告しなければなりません。
また、収入がない人でも、国民健康保険の加入者については
申告が必要ですので、必ず申告してください。

※上記の期間中、税務課職員の多くは申告会場に出向きます。したがいまして、本庁舎税務課の窓口では最小限
の職員での対応となります。申告相談につきましては、できる限り上記申告会場へお越しください。
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平生町民生委員児童委員・主任児童委員（敬称略）

民生委員児童委員、主任児童委員が決まりました
平成19年11月30日をもって任期満了となった平生町民生委員児童委員・主任児童委員の改選が行われ、

新任11名を含む31名の新しい委員が、12月１日に就任され、委嘱状伝達式が同月７日に行われました。

また、このたび民生委員児童委員を退任された次の方々に対し、厚生労
働大臣、町長、町社会福祉協議会長、民協親睦会から感謝状と記念品が贈
られました。

■問合せ先

町役場健康福祉課　Tel（56）7115

△代表して堀委員が就任のあいさつ

●民生委員児童委員（敬称略）
熊谷テイ子（裏町）、甲原幹雄（田布路木）、
佐川良捨（浜崎）、立野恭子（河田）、
濱本重美（森の下沖）、平田隆康（今井）、
福冨順子（上組）、松田弘（地方下）、
三木勝（向井原上）、和田邦彦（新町西）、高木弘子（長谷後）
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●入札物件

町有地の売払いについて

●入札方法
町有地の買取希望者は、入札書に買取希望価格などの必要事項を明記し､署名押印の上、封をして入札期

限までに入札保証金納付証明書および納税証明書とともに提出（郵送不可）してください。

代理人による入札または開札の立会いをされる場合は、あらかじめ町長に委任状を提出してください。

※入札書などの用紙は、町役場総務課に置いていますが、平生町公式ホームページからダウンロードして

使用することもできます。

【提出先】 町役場総務課

●入札の期間および場所
・日時　１月11日金～２月12日火

午前８時30分～午後５時15分

※土・日曜日、祝日を除く

・場所　町役場　総務課

●開札の日時および場所
・日時　２月15日金　午後１時30分

・場所　町役場　第３庁舎３階　大会議室

■問合せ先

入札参加資格および入札保証金などの詳しい内容については、町役場総務課に問い合わせていただくか、

町のホームページをご覧ください。

町役場総務課　Tel（５６）７１１１

ホームページ　http://www.hirao.townnet.pref.yamaguchi.jp/

▽売払い地の現況■物件案内図

町有地の購入を希望される人は、次の記載事項に基づき入札に参加してください。



◇１月の行事食のいわれ
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伝えていきたい日本の食文化
平生小学校

担い手不足などにより、耕作放棄地（遊休農地）が年々増加する中で、活用可能な農地情報を登

録して、新たに農業を行う人などに対して農地を紹介・斡旋する「農地受委託調整システム」を開

始します。農地の貸し借りの募集受付は随時行ないますので、ご活用ください。

■問合せ先　町役場経済課および平生町農業委員会　Tel（５６）７１１７

農地を借りたい人・貸したい人を募集します
～農地受委託調整システム～

【農地を貸したい人】

・町内に農地（田・畑など）を所有し、１年以上貸し出し可能な人

役場経済課に設置してある、「農地バンク登載申出書」に必要事

項を記入して提出してください。農地バンクに登録します。（最長

５年間登録）

※登録した農地は、必ず借りたい人が見つかるわけではありません。

【農地を借りたい人】

・町内および近郊に在住されており、新規に農業をしたい人、または農業規模を拡大したい人

・農地を１年以上借入れることが可能な人

・農地を耕作目的以外に使用しないこと

役場経済課に、貸したい農地の台帳（農地バンク）がありますので、閲覧してください。

●条件および申込方法

１月24日～30日は全国学校給食週間です。
戦後、世界各国からの援助をもとに再開され
た学校給食を記念してつくられました。平生
町内の小・中学校では、平生町産の食材を使
用し、平生町で考案された料理や山口県の郷
土料理の給食にし、食を考える週間にする予
定です。

日本には、昔から伝えられているさまざま
な行事があります。それらは日本人が生きて
いくための知恵や心が込められたものばかり
です。行事にあわせて食べられている行事食。
ひな祭りのひしもちや、子どもの日のちまき
など、行事の楽しさをいっそう引き立ててい
ます。
季節ごと行われる行事の時には、各家庭で
行事食をつくり、家族でお祝いをする。これ
は日本の大切な食文化のひとつです。このよ
うな食文化の楽しさをその意味とあわせて子
どもたちに伝えていってほしいものです。

●おせち料理
かずのこ かずのこは、鰊の卵で二親（にしん）からた
くさんの子どもができることにあやかって、両親健在
でたくさんの子どもに恵まれるようにと願っているの
です。
黒豆 苦労をいとわず働く忠実（まめ）と、健康を意味
すること（まめ）をかけ、元気に暮らせるようにと願
っているのです。
ごまめ 「五万米」という字をあて五穀豊穣を願うもの。
いわしが田の肥料として使われていたことから「田作
り」とも言われています。

●雑煮 もちはもともとお正月や節句などの食べ物でし
た。室町時代に雑煮を食べる習慣が始まり、年越しの夜
に供えたもちを食べることによって、年の初めの気持ち
を新たにする意味があります。
●鏡開き お供えしていた鏡もちを下げていただく行事。
お正月が終わったことを意味し、ぜんざいや雑煮にして
１年の健康を願って家族でいただきます。

●七草 春の七草と一緒に炊いたかゆを食べます。春の新
しい生命力をいただき、冬のビタミン不足を補います。

○行事食における食事の楽しさ
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東アジアの高校生と
大規模な文化交流

今年度から５年間にわたって政府が

行う「21世紀東アジア青少年大交流計

画」により、東アジア各国の高校生８

人と教師２人が、山口県では唯一、県

立熊毛南高等学校へ国際交流のため訪

れました。

留学生らは、12月12日から18日ま

での滞在期間中、同校生徒の家にホー

ムステイして、生徒と一緒に通学し、

授業にも参加しました。さまざまな国

の人たちとの異文化交流により、お互

いに国際的な理解を深め合い、多くの

ことを学びました。

「野菜は好きですか？」

子どもたちに野菜に興味を持っても

らおうと、12月６日、７日、18日の

３日間、山口県栄養士会柳井支部が町

立保育園の４・５歳児を対象に、「や

さいとなかよし」と題した栄養教室を

各保育園で開きました。

園児は、野菜を食べることの大切さ

を紙芝居で教わった後、クイズ形式で

旬の野菜を触ったり、におったりしな

がら、野菜への関心を深めていました。

もちつき・しめ縄づくり
町内各地では、新年に備えてもちつきやしめ縄づくりな

ど、さまざまな交流活動が行われました。

三世代交流しめ縄づくり教室
（12／15 勤労青少年ホーム）

民生委員・児童委員による
もちつき慰問

（12／12 寿海苑・つつじ苑）

三世代交流しめ縄づくり教室
（12／15 曽根公民館）

三世代交流しめ縄づくり教室
（12／15 大野公民館）

三世代交流もちつき大会
（12／２　大野公民館）



平成20年１月号　広報ひらお 10

人
権
週
間
を
Ｐ
Ｒ

人
権
週
間
（
12
月
４
日
か
ら
人
権
デ
ー
で
あ
る
10
日
ま

で
）
の
期
間
中
、
人
権
尊
重
の
普
及
啓
発
活
動
が
全
国
的

に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
人
権
週
間

初
日
に
、
人
権
擁
護
委
員

の
立
野
恭
子
さ
ん
（
大
野

北
）
、
中
嶋
一
成
さ
ん

（
竪
ヶ
浜
）、
中
尾
一
眞
さ

ん
（
佐
賀
）
が
広
報
車
で

町
内
を
巡
回
し
た
後
、
店

舗
入
口
で
人
権
尊
重
の
啓

発
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
す

る
な
ど
し
て
、
人
権
週
間

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

中
学
生
が
募
金
運
動

支
会
（
山
本
哲
夫
会

長
）
の
共
同
募
金
運

動
に
参
加
し
ま
し

た
。参

加
し
た
生
徒
た

ち
は
、
大
き
な
声
で

募
金
を
呼
び
か
け
、

地
域
や
社
会
の
一
員

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
と
と

も
に
、
心
温
ま
る
ふ

れ
あ
い
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。

12月16日、第19回サッカーフェスティバ

ルが、永大グランドで開かれました。

16チームが参加し、リーグ戦・トーナメ

ント戦計５試合を戦って、優勝を目指しまし

た。優勝・準優勝の結果は、次のとおりです。

サッカーフェスティバル

平
生
中
学
校
の
生
徒
会
役
員
は
、
12
月
１
日
に

町
内
各
所
で
行
わ
れ
た
山
口
県
共
同
募
金
会
平
生

左から立野さん、中嶋さん、中尾さん

平成19年度特別展示第５弾として、中央公

民館の登録団体「水墨画同好会」によって描か

れた水墨画の展示が、11月15日から12月20日

にかけて、町歴史民俗資料館で行われました。

館内には、墨の濃淡で表現された23点の力

作が並び、来館者の目を惹きつけました。

水墨画同好会展

平生町卓球大会

12月９日、平生町卓球大会が町体育館で開

かれ、熱戦を繰り広げました。結果は、次のと

おりです。（優勝者掲載／敬称略）

◆シングル
Ａ＜一般・高校生＞
男子：亀永晃樹　　女子：重歳康子
Ｂ＜中学生卓球部＞
男子：竹村正輝　　女子：永木美弥
Ｃ＜一般・高校生（初心者）・中学生（卓球部以外）・小学生＞
男子：善村輝夫　　女子：善村侑未
Ｄ＜50歳以上＞
男子：村川清治　　女子：友田多英子

◆ダブルス
Ａ　男子・女子：重歳康子・新原恵理　
Ｂ　男子：亀永晃樹・嶋尾佳大
女子：福島裕香・永木美弥

Ｃ　男子・女子：大西直哉・鬼木　海
Ｄ　男子・女子：長谷川友吉・友田多英子

優　勝：弘中ＦＣ

準優勝：フラジール
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

メ
ダ
ル
栄
光
受
賞
と

全
国
大
会
出
場
を
報
告

12
月
４
日
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
種
目
の
活

躍
に
よ
り
平
成
19
年

度
前
期
の
メ
ダ
ル
栄

光
を
受
賞
し
た
三
宅

弘
通
く
ん
（
平
生
中

２
年
）
と
、
駅
伝
の

全
国
大
会
に
出
場
す

る
木
浦
祐
典
く
ん

（
平
生
中
３
年
）
が
、

報
告
の
た
め
町
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

前列左から吉永教諭、木浦くん、三宅くん

左
か
ら
山
田
町
長
、
福
本
さ
ん
、

田
村
体
育
協
会
長
、
合
頭
教
育
長

○
三
宅
く
ん
は
、
第
27
回
全
国
中
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

大
会
の
リ
カ
ー
ブ
男
子
50
ｍ
・
30
ｍ
の
部
で
第
１
位
に

輝
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
10
月
29
日
、
県
庁
で
メ
ダ

ル
栄
光
（
体
育
賞
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

○
木
浦
く
ん
は
、
厳
し
い
予
選
会
を
突
破
し
、
第
13
回

全
国
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会
（
広
島
県
）

の
県
内
中
学
生
代
表
３
人
の
中
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
福
本
涼
香
さ

ん
（
平
生
小
５
年
）
も
、

報
告
の
た
め
町
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

○
福
本
さ
ん
は
、
県
大

会
で
好
成
績
を
収
め
、

第
16
回
全
国
小
学
生
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大

会
（
大
阪
市
）
に
、
団

体
戦
で
の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。

児童館クリスマス会
＜12／19 中央児童館＞

まち・むら地区
＜12／23 勤労者青少年ホーム＞

すくすくセミナー
＜12／20 保健センター＞

福
祉
施
設
に
寄
贈

12
月
11
日
、
平
生
町
商
工

会
女
性
部
が
社
会
福
祉
法
人

う
ち
う
み
会
の
つ
つ
じ
苑
・

寿
海
苑
を
訪
れ
、
タ
オ
ル
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
寄
贈
し
ま
し

た
。女

性
部
長
の
森
久
子
さ
ん

（
平
生
村
）
が
「
み
な
さ
ん

に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
少
し
で
も
福
祉
に
貢
献

し
た
い
」
と
、
う
ち
う
み
会

の
内
海
裕
治
事
務
長
に
寄
贈

の
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

クリスマスイベント
防
犯
作
文
で
優
秀
賞

14
日
、
町
役
場
町
長

室
に
お
い
て
、
熊
毛

地
区
防
犯
対
策
協
議

会
会
長
の
山
田
町
長

よ
り
賞
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

「
少
年
非
行
の
な

い
社
会
」
と
題
さ
れ

た
こ
の
作
文
は
、
県

下
６
８
０
編
か
ら
優

秀
な
13
編
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

平
成
19
年
度
山
口
県
防
犯
連
合
会
中
学
生
防
犯

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
平
田
美
紀
さ
ん

（
平
生
中
１
年
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
12
月

左
か
ら
女
性
部
の
若
山
副
部

長
、
木
本
副
部
長
、
森
部
長
、

う
ち
う
み
会
の
内
海
事
務
長
、

つ
つ
じ
苑
の
柳
村
施
設
長

各保育園（写真は宇佐木保育園）
＜12／21 宇佐木保育園＞
＜12／25 平生・佐賀保育園＞

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
待
ち
に

待
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
。
12
月
は
、

町
内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
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あ
な
た
も
、
メ
タ
ボ
・
チ
ェ
ッ
ク
！

最
近
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
お
店
に
並
ぶ
商
品
な
ど
で
も
、「
メ
タ
ボ
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
対
策
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

あ
な
た
は
、
自
分
の
腹
囲
を
測
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
少
し
難
し
い
の

で
す
が
、
ウ
エ
ス
ト
で
は
な
く
て
お
へ
そ
の
高
さ
で
メ
ジ
ャ
ー
が
水
平
に
な

る
よ
う
に
し
て
測
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
40
〜
74
歳
の
男
性
の
２
人
に
１
人
、
女
性
の

５
人
に
１
人
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
群
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
放

っ
て
お
く
と
、
急
速
に
動
脈

硬
化
が
進
み
、
脳
卒
中
や
心

臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

生
涯
元
気
で
楽
し
く
過
ご
す

た
め
、
生
活
習
慣
病
の
も
と

で
あ
る
内
臓
脂
肪
を
撃
退
し

ま
し
ょ
う
。
合
言
葉
は
「
１

に
運
動
、
２
に
食
事
、
し
っ

か
り
禁
煙
、最
後
に
ク
ス
リ
。

年
１
回
は
健
康
診
査
」
。
運

動
嫌
い
の
人
も
、
時
間
が
な

い
人
も
、
生
活
の
中
で
こ
ま

め
に
体
を
動
か
す
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

４
月
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
・
改
善

の
た
め
に
40
〜
74
歳
の
人
を

対
象
に
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

も
、
積
極
的
に
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

本
人
の
身
に
な
っ
て
考
え
、
優
し
く
接
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
つ
も
い

た
わ
り
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
お
年
寄
り
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
】

・
聞
こ
え
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
。

・
落
ち
着
い
た
声
で
話
し
、
返
事
が
く
る
の
を
ゆ
っ
く
り
待
つ
。

・
言
葉
は
、
一
つ
の
行
動
ご
と
に
用
い
る
。

・
否
定
語
は
な
る
べ
く
使
わ
な
い
。

・
言
葉
で
わ
か
ら
な
い
時
は
動
作
で
示
す
。

・
努
め
て
楽
し
げ
に
穏
や
か
に
接
す
る
。

・
手
を
と
る
、
握
る
な
ど
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
は
か
る
。

・
お
年
寄
り
の
言
動
を
い
ち
い
ち
理
由
づ
け
な
い
。

・
親
身
に
な
っ
て
情
を
か
よ
わ
せ
る
。

（「
地
域
の
支
え
あ
い
の
中
で
　
認
知
症
老
人
の
理
解
と
接
し
方
」
山
口
県
作
成
）

▽
認
知
症
の
お
年
寄
り
と
の
接
し
方

シ
リ
ー
ズ

No.559

高価なかにを使わなくても充分おいしく、大根そ
のものの味を楽しめます。ゆでた大根は温かいうち
に煮汁に移して煮ると、味をよく含みます。

《材　料》　４人分

《作り方》

①大根は皮をむき、2cm厚さの半月形に切る。かに
かまぼこは食べやすくほぐす。大根の葉は小口切
りにする。
②鍋にたっぷりの水と①の大根を入れて火にかけ、
沸騰してから７̃８分間、竹ぐしがスーッと通る
柔らかさにゆでる。
③別の鍋にだし汁を温め、塩、酒、しょうが汁を入
れ、②の大根が温かいうちに加え、強火にかける。
煮立ったらかにかまぼこ､大根の葉を加えて混ぜ、
再び煮立たせる。
④片栗粉を同量の水で溶き､③に回し入れてとろみ
をつける｡

大根 １/２本(400g)
かにかまぼこ １パック
大根の葉（あれば） 適宜
だし汁 ２,1/2カップ

しょうが汁 小さじ１
塩 小さじ１/２強
酒 大さじ２
片栗粉 大さじ２

大根のかに風味あん

「

認

知

症

を

知

る

」

No.

８
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 152

ふ
れ
あ
い
と
美
味
し
い
家
庭
料
理
で
、

す
て
き
な
ひ
と
と
き
を
！

「
食
彩
倶
楽
部
　
か
ざ
ぐ
る
ま
」

「
食
彩
倶
楽
部
　
か
ざ
ぐ
る
ま
」

（
会
長
　
福
光
チ
ヱ
コ
）
は
、
昨

年
の
10
月
末
に
、
ふ
れ
あ
い
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
あ
む
」

で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
毎
週

月
曜
日
に
、
平
生
で
採
れ
た
旬
の

食
材
で
作
っ
た
家
庭
料
理
「
あ
い

あ
む
定
食
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
あ
い
あ
む
」
は
、
昨
年
春
、

平
生
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
体

育
館
前
に
整
備
さ
れ
た
障
害
者
自

立
支
援
法
に
よ
る
就
労
継
続
支
援

事
業
所
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
作

業
を
な
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。私

た
ち
の
活
動
の
開
始
に
あ
た

り
、
山
口
県
立
大
学
の
学
生
さ
ん

が
「『
あ
い
』
情
た
っ
ぷ
り
、『
あ
』

た
た
か
い
心
で
、
『
む
』
か
し
な

つ
か
し
い
定
食
」
と
チ
ラ
シ
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
「
食
彩
倶
楽
部

か
ざ
ぐ
る
ま
」
は
新
し
い
グ
ル
ー

プ
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
は
20
年
以

上
も
前
か
ら
、
地
域
の
一
人
暮
ら

し
な
ど
の
高
齢
者
の
方
へ
お
配
り

す
る「
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ
ス
」

の
お
弁
当
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
「
誰
も
が
気
兼
ね
な
く

出
入
り
で
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

気
分
で
、
い
ろ
ん
な
方
と
ふ
れ
あ

い
な
が
ら
、
美
味
し
い
家
庭
料
理

を
頂
け
る
場
所
が
あ
っ
た
ら
い
い

わ
ね
」
と
、
集
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。健

康
で
は
つ
ら
つ
と
し
た
暮
ら

し
に
は
、
新
鮮
で
安
心
・
安
全
な

食
材
を
使
っ
た
お
食
事
は
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
お
仲

間
や
お
友
達
と
一
緒
に
過
ご
さ
れ

る
時
も
ま
た
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。

お
越
し
い
た
だ
い
た
方
々
か

ら
、
「
ま
た
、
来
週
逢
い
ま
し
ょ

う
」「
来
週
の
献
立
は
何
か
し
ら
」

と
い
っ
た
お
声
を
頂
く
と
、
と
て

も
嬉
し
く
、
心
が
温
か
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
メ
ン
バ
ー
同
士
も

ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が
ら
楽
し
く

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
心
も
胃
袋

も
満
腹
に
な
る「
あ
い
あ
む
定
食
」

を
、
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ま
に
お

届
け
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１月…21日月、28日月、31日（木／月末整理日）
２月…４日月、11日（月／建国記念の日）、12日（火／振替休日）

《一般書》

《児童書》

魔物　上・下

大沢　在昌　著

宮本輝全短篇 上・下

宮本　　輝　著

目覚めよと彼の呼ぶ声がする

石田　衣良　著　

星へ落ちる

金原ひとみ　著　

いたずらっこのきたかぜさん

村上　康成　絵

初雪のふる日

こみねゆら　絵

おまじないつかい

なかがわちひろ　作

かめきちのなくな！王子様

村上しいこ 作　

幸子の庭

本多 明　著

忙しいパパのための子育てハッピーアドバイス

明橋　大二　著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
『北島康介物語』

本郷　陽二 編　

アテネオリンピックで100メート

ルと、200メートル平泳ぎで金メダ

ルに輝き世界のトップスイマーにな

った北島選手。

幼少時代から現

在まで、いろい

ろ悩み、試行錯

誤しながら夢に

向かって行く姿

を紹介します。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分
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シリーズ

山口県消費生活センター　電話山口県消費生活センター　電話 083(924)0999 083(924)0999山口県消費生活センター　電話 083(924)0999

正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活

消費者金融やクレジットで多重債務に陥り、毎月の支払いが

苦しくなってしまいました。債務整理の方法について教えてく

ださい。

多重債務を整理するには、債務者の収入や資産、家計の状況

などの踏まえ、債務者の実情に応じて解決方法の選択ができま

す。方法としては、下記の４つの方法があります。

●任意整理 「利息制限法」などに基づいて債権者と債務者の話し合いで

借金の返済方法・金額を決め直す方法です。弁護士や司法書士に依頼する

場合が一般的です。

●特定調停 債務者が簡易裁判所に申立てをし、調停委員会が債務者と債

権者の間を調整して、「利息制限法」などに基づき話し合いによって借金

の整理を行う方法です。

●個人再生手続 住宅ローンなどを除いた債務額が５千万円以下で、将来

において継続的な収入がある個人が対象となります。債務の一定額を原則

３年で返済する計画を立て、返済計画が裁判所に認められ、計画通りに返

済すれば残りの債務が免除されます。弁護士や司法書士に依頼するとよい

でしょう。

●自己破産 地方裁判所に「破産手続」の申し立てをし、審理によって認

められれば破産手続が終了します。その際、債務者に土地や家屋などの資

産がある場合には債権者に分配されることになります。その後、免責許可

の決定がでれば一部の債務を除いた債務は免除されます。ただし、借金の

原因がギャンブルや浪費の場合、免責が許可されない場合があります。

多重債務にならないためには、本当に借入れが必要なのか、返済が可能

かをよく考え、借入れのリスクをしっかり確認することが大切です。一人

で悩まず、家族や弁護士、消費生活センターなどに相談しましょう。

多重債務になってしまったら

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

冬の道路は油断禁物！
◆出発前には・・・

○スタッドレスタイヤやチェーンなどは必ず装着しましょう。

○気象情報や道路情報の収集に配意しましょう。

○積雪・凍結が予想される場合には、運転を控え、公共交通機関を

利用しましょう。

◆運転中は・・・

○速度を落とし、車間距離を十分にと

りましょう。

○急発進・急加速・急ハンドル・急ブ

レーキは禁物です。

○山陰や建物の陰、橋の上では凍結し

やすいので、特に注意しましょう。

○降雪時には、車の接近がよくわかる

ようにライトを点灯しましょう。

■道路情報を知りたい場合は

財道路交通情報センター Tel０８３（９２２）６６２２

◎積雪・凍結路面でのノ

ーマルタイヤによる車

の運転は違反です！

※反則金

大型車　7,000円

普通車　6,000円
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 富士山　　　12：00 上を向いて歩こう　　　17：00 夕やけこやけ　　　22：00 雪

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【１月】 納期限１月31日

町県民税　　　　　第４期
国民健康保険税　　第７期
介護保険料　　　　第７期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114
（介護保険料）町役場健康福祉課　Tel（56）7115

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

２月12日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

２月12日火 ９：00～10：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

２月12日火 ９：00～10：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

１月15日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

２月８日金 10：00～15：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所（旧 佐藤医院）

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

※熊南地域休日診療所は、平成19年11月末をもって

診療を終了しました。

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：１月19日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel0820（78）0310「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

小児救急電話相談

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：うつ･引きこもり･アルコール問題･神経症･パ
ニック･不安などに関すること

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

年末夜間防火パトロール
火災予防を啓発するため、平生町消防団は

平成11年から毎年、火災の起こりやすい年

末に夜間の防火パトロールを実施していま

す。

このたびの年末も、12月17日、平生町消

防団防火パトロール出発式が町役場の正面玄

関前で行われ、山田町長の激励や伊田消防団

長の訓示を受けた団員は、各分団ごとに消防

車に乗り込み、一斉に夜間のパトロールに出

発しました。この防火パトロールは、この日

から12月30日にかけて行われました。
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試
験
・
募
集

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。（町では、新たな財源確保のため、広報紙
など町保有の資産を広告媒体として有料で提供する広告掲載事業を本年度から実施しています。）

山
口
県
は
、
平
成
20
年
度
山
口
県

公
立
小
・
中
学
校
の
臨
時
的
教
職
員

（
教
諭
・
養
護
教
諭
・
事
務
職
員
・

学
校
栄
養
職
員
・
講
師
）
の
登
録
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

山
口
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f.y
a
m
a
g

u
ch
i.lg
.jp
/cm
s/a
5
0
9
0
0
/in
d
e
x

/

）
か
ら
、
や
ま
ぐ
ち
電
子
申
請
サ

ー
ビ
ス
に
て
申
し
込
み
、
も
し
く
は

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
臨
時
的

任
用
教
職
員
等
登
録
書
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
必
要
事
項
を
記
入
後
、

郵
送
ま
た
は
持
参
に
て
申
し
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日
月

■
申
込
先
お
よ
び
問
合
せ
先

義
務
教
育
課
柳
井
分
室
（
〒
７
４

２-

０
０
３
１
　
柳
井
市
南
町
３-

９-

３
）Tel

（
２
３
）
３
３
８
１

※「
臨
時
的
任
用
教
職
員
等
登
録
書
」

は
、
平
生
町
教
育
委
員
会

Tel
（
５

６
）
６
０
８
３
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。

臨
時
的
任
用
教
職
員
の
登
録
者
募
集

技
能
向
上
訓
練

◎
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
入
門
講
習

●
日
時

２
月
９
日
土
、
10
日
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
内
容

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎

知
識
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

作
成
・
活
用
ま
で
の
基
礎
技
能
習
得

を
目
指
す

●
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、

W
in
d
o
w
s

の
基
本
操
作
が
で
き
、

職
場
な
ど
に
お
け
る
技
能
向
上
を
目

指
し
、
全
日
程
の
参
加
が
可
能
な
人

●
定
員

18
名

●
受
講
料

７
０
０
０
円

◎
パ
ソ
コ
ン
実
務
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
）
講
習

●
日
時

２
月
９
日
土
、
15
日
土
、

16
日
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
内
容

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
）
を
使
用
し
、
図
形
描
画
や
長

文
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
お
よ

び
段
組
、
タ
ブ
な
ど
を
活
用
し
た
文

書
の
編
集
か
ら
差
し
込
み
印
刷
ま
で

の
応
用
的
技
能
の
修
得

●
対
象
者

在
職
者
な
ど
で
、
日
本

語
入
力
お
よ
び
簡
単
な
表
作
成
が
で

き
、
職
場
な
ど
に
お
け
る
技
能
向
上

を
目
指
し
、
全
日
程
の
参
加
が
可
能

な
人

●
受
講
料

１
０
０
０
０
円

◇
共
通

●
定
員

18
名

●
場
所

山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

●
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
応

募
講
習
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

勤
務
先
名
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
１
月
30
日
水
ま
で
（
必
着
）

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学

校
（
〒
７
４
５-

０
８
２
７
　
周
南

市
瀬
戸
見
町
１
５-

１
）

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
へ

◇
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
確
認
書

の
交
付
申
請
に
つ
い
て

医
師
か
ら
治
療
上
お
む
つ
を
使
用

す
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人

は
、
確
定
申
告
（
住
民
税
申
告
）
の

際
、
お
む
つ
の
費
用
に
つ
い
て
医
療

費
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
で
、
こ
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人
は
、

医
師
の
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に

代
え
て
、
町
が
交
付
す
る
確
認
書
で

も
申
告
で
き
ま
す
。
確
認
書
は
、
町

が
要
介
護
認
定
に
係
る
主
治
医
意
見

書
な
ど
か
ら
、
寝
た
き
り
状
態
で
、

尿
失
禁
の
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
場
合
に
交
付
し
ま

す
の
で
、
必
要
な
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
控
除
を
初
め
て
受
け

る
人
お
よ
び
町
で
確
認
で
き
な
い
人

は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

◇
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交

付
申
請
に
つ
い
て

確
定
申
告
（
住
民
税
申
告
）
の
際
、

テ
ー
マ
別
介
護
講
座
（
後
期
）

●
日
時

２
月
19
日
火
、
27
日
水
、

３
月
４
日
火
、
13
日
木
、
17
日
月

〔
計
５
回
〕

午
後
１
時
〜
４
時

●
開
催
場
所

山
口
県
周
防
大
島
介

護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

●
内
容

体
位
の
変
換
と
姿
勢
保

持
、
移
乗
介
護
の
方
法
、
身
体
の
清

潔
介
護
、
着
脱
介
護
の
方
法
な
ど

●
対
象
者

在
宅
介
護
を
行
っ
て
い

る
人
や
介
護
に
興
味
が
あ
る
人
で
全

日
程
参
加
で
き
る
人

●
定
員

24
名

●
参
加
費

無
料

●
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
２
月
７
日
木
必
着
（
午
後
５

時
締
切
）
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

財
団
法
人
山
口
県
ひ
と
づ
く
り
財

団
　
山
口
県
周
防
大
島
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー
（
〒
７
４
２-

２
１
０
６

周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
８-

６
）

Tel
０
８
２
０
（
７
９
）
２
３
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
０
（
７
９
）
２
３
０
１
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＜ 以下は広告欄です ＞

相
　
　
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
会

柳
井
地
域
（
柳
井
市
、
平
生
町
、

田
布
施
町
、
上
関
町
、
周
防
大
島
町
）

で
は
、
山
口
県
、
法
テ
ラ
ス
山
口
と

の
共
催
に
よ
り
弁
護
士
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

２
月
15
日
金
、
16
日
土

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

（
柳
井
市
体
育
館
横
）

●
相
談
内
容

多
重
債
務
お
よ
び
民

事
一
般
の
相
談

●
定
員

各
日
　
12
人

●
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
予
約

●
予
約
受
付
期
間

１
月
22
日
火
か

ら
定
員
に
達
す
る
ま
で
（
受
付
時
間

：

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）

■
予
約
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
県
民
生
活
課

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時

２
月
２
日
土
、
３
月
１
日

土

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

Tel
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀
行

な
ど
へ
の
月
々
の
返
済
で
お
困
り
の

人
に
、
具
体
的
な
問
題
解
決
に
向
け

た
債
務
整
理
手
続
の
紹
介
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
　

相
談
会
担
当

Tel
０
８
３
５
（
２
２
）
６
５
３
３

パ
ー
ト
労
働
１
日
相
談
会

パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
人
、
パ
ー

ト
で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
、

事
業
主
か
ら
、
「
パ
ー
ト
で
働
く
こ

と
」
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
電
話
相
談
）

●
日
時

１
月
16
日
水
　
午
前
９
時

〜
午
後
７
時

●
相
談
電
話
番
号

Tel
０
１
２
０
（
５
５
）
１
４
８
０

■
問
合
せ
先

山
口
県
労
働
局
雇
用
均
等
室

Tel
０
８
３
（
９
９
５
）
０
３
９
０

建
築
確
認
・
検
査
の
手
続
き
が

変
わ
り
ま
し
た

一
昨
年
11
月
に
発
覚
し
た
構
造
計

算
書
偽
装
事
件
問
題
の
よ
う
な
事
件

の
再
発
防
止
を
図
る
た
め
、
建
築
確

認
・
検
査
の
厳
格
化
を
大
き
な
柱
と

す
る
建
築
基
準
法
の
改
正
が
、
平
成

19
年
６
月
20
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

建
築
主
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
設
計
者
と
綿
密
な
事
前
打

合
わ
せ
を
行
う
と
共
に
、
設
計
図
書

の
作
成
や
確
認
申
請
の
手
続
き
に
必

要
な
期
間
を
考
慮
し
て
、
余
裕
の
あ

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.m
lit.g
o
.jp
/ju
ta
k
u

k
e
n
tik
u
/b
u
ild
/k
e
n
se
tu
.file
s/

1
8
k
a
ise
i/o
sh
ira
se
.p
d
f

■
問
合
せ
先

山
口
県
建
築
住
宅
課

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
３
８
３
９

柳
井
土
木
建
築
事
務
所
建
築
住
宅
課

Tel
（
２
２
）
０
３
９
７

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
提
示

す
る
と
、
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
、

障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
障

害
者
手
帳
（
身
体
・
療
育
）
な
ど
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
状
態
に
該
当
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

【
障
害
者
控
除
対
象
者
】

①
身
体
障
害
者
（
３
〜
６
級
）
に
準

ず
る
障
害
が
あ
る
人

②
知
的
障
害
者
（
軽
度
・
中
度
・
重

度
）
に
準
ず
る
障
害
が
あ
る
人

【
特
別
障
害
者
控
除
対
象
者
】

①
身
体
障
害
者
（
１
・
２
級
）
に
準

ず
る
障
害
が
あ
る
人

②
知
的
障
害
者
（
重
度
）
に
準
ず
る

障
害
が
あ
る
人

③
ね
た
き
り
高
齢
者

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で

も
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
・
身

体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
な
ど
の
手
帳

を
有
し
て
い
る
人
は
、
手
帳
な
ど
に

よ
り
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
非
課
税
の

場
合
は
、控
除
の
必
要
が
な
い
た
め
、

認
定
書
の
交
付
も
特
に
不
要
で
す
。

□
各
申
請
方
法

健
康
福
祉
課
窓
口

に
印
章
持
参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
役
場

健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」

２
月
は
、
県
下
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て
、
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局
　
Tel
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
０
８

平
生
町
経
済
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

※
多
重
債
務
に
つ
い
て
の
相
談
先
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
（
弁
護
士
に
よ
る

対
応
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

Tel
（
２
２
）
２
１
２
０
（
臨
時
電
話
）

証
明
書
の
請
求
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

法
務
局
の
登
記
事
項
証
明
書
が
、

自
宅
や
会
社
に
い
な
が
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
り
送
付
請
求
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
事
項
証
明

書
請
求
の
手
数
料
が
引
き
下
げ
ら

れ
、
郵
送
料
も
不
要
で
す
。

詳
細
は
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
o
j.g
o
.j

p
/■

問
合
せ
先

山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局

Tel
０
８
３
４
（
２
８
）
０
２
４
４
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《１月16日～２月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校　村上仁美平生中学校　宮村詩織

「ゆたかなまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

受け継ごう
平生の文化と伝統を

育てよう
未来を担う若い力を


